
。 j

示室集!
県の移住・定住体験ツアー

Iターン者らと交流
か
ら
業
務
の
委
託
を
受
け
た
N
P

O
和
歌
山
I
T教
育
機
構
。
参
加

者
は
日
人
で
叩

i
却
代
が
中
心
。

一
行
は
初
日
、
み
な
ベ
町
清
川
地

区
を
見
学
し
た
後
、
印
南
町
羽
六

で
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
上
西

幸
彦
さ
ん
(
臼
)
か
ら
話
を
聞
き
、

地
元
住
民
と
夕
食
を
共
に
し
て
交

流
し
た
。

2
日
目
は
、
龍
神
村
小
家
に
あ

る
食
品
加
工
聖
児
と
カ
フ
ェ
を
切

り
盛
り
し
て
い
る
金
丸
さ
ん
の
庖

l 参加者 に ア 似てイスをする金丸知弘さん (右から 2人目

=田辺市龍神村小家で ; 

県
内
へ
の
移
住
に
関
心
の
あ
る

人
を
対
象
に
し
た
県
の
「
わ
か
や

ま
移
住
・
定
住
大
作
戦
」
の
現
地

体
験
ツ
ア
ー
が
こ
の
ほ
ど
、

3
日

間
に
わ
た
っ
て
田
辺
市
や
印
南

町
、
み
な
ベ
町
で
あ
っ
た
。
岡
市

龍
神
村
で
は
、
昨
年
3
月
に
墓
尽

か
ら
家
族
で
移
住
し
て
き
た
金
丸

知
弘
さ
ん
(
却
)
が
経
営
す
る
庖

を
一
行
が
訪
問
。
生
活
や
仕
事
な

ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
o
-

ツ
ア
ー
を
実
施
し
た
の
は
、
県

川
川
崎
口
同
コ
j
iu
N
凶
品

「

C
O
N
S
E
R
V
A
(
コ
ン
セ

ル
ヴ
ァ
)
」
を
視
察
。
光
熱
費
が

ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
な
ど
の
暮

ら
し
ぶ
り
や
、
移
住
を
決
め
た
い

き
さ
つ
、
起
業
時
の
様
子
に
つ
い

て
聞
い
た
。

龍
神
村
福
井
の
道
の
駅
「
水
の

郷
日
高
川
龍
瀞
」
で
昼
食
を
取

り
ー木
工
館
「
ジ
!
・
ワ
ー
ク
ス
」

で
木
工
の
体
験
を
し
た
。
福
井
に

あ
る
集
会
所
「
白
寿
荘
」
に
移
動

し
て
、
県
や
市
の
職
員
ら
と
懇
談
。

都
会
と
比
べ
て
生
活
費
が
安
く
、

保
育
所
も
待
機
す
る
こ
と
な
く
入

所
で
き
る
ー
な
ど
の
説
明
に
耳
を

'傾
け
た
。

チ
ェ
ー
ン
ソ
I
ア
ー
ト
実
演

問
、
ゆ
日
に
龍
神
村

チ
ェ
ー
ン
ソ
l
を
使
っ
て
短
い

丸
太
を
彫
刻
?
る
チ
ェ
ー
ン
ソ
l

カ
l
ビ
ン
グ
の
愛
好
者
で
つ
く
る

「
龍
神
チ
ェ
ン
ソ
1
カ
1
ビ
ン
グ

倶
楽
部
」
は
印
、
凶
日
、
田
辺
市

龍
神
村
柳
瀬
の
龍
神
ド
ー
ム
で
聞

か
れ
る
「
龍
神
林
業
ま
つ
り
」
で

実
演
と
作
品
の
嬰
児
を
す
る
。

実
演
時
間
は
両
日
と
も
午
前
日

時
i
午
後
3
時
半
。
小
雨
決
行
。

作
品
は
5
千
i
数
十
万
円
で
、
彫

っ
た
ば
か
り
の
作
品
も
販
売
す

る
q

来
年
の
え
と
の
成
(
い
ぬ
)
の

作
品
が
充
実
し
て
い
る
と
い
う
J

見
学
は
無
料
。

'"'n四
~ 
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